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下水道の新たな可能性を切り開く水道行政の国土交通省移管

グ
ロ
ー
バ
ル
ウ
ォ
ー
タ
・
ジ
ャ
パ
ン
代
表（
国
連
テ
ク
ニ
カ
ル
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
）
　
吉
村
　
和
就

新
た
な
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
価
値
創
造
に
期
待

パ
ラ
ダ
イ
ム
シ
フ
ト
の
チ
ャ
ン
ス
到
来

１行移動5.075ミリ

中段3.35ミリ

1

は
じ
め
に

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
拡
大
防
止

へ
の
対
応
に
関
し
て
、
国
は
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
を
発
揮
で
き
な
か
っ
た
反
省
に

立
ち
、
政
府
は
「
感
染
症
に
対
す
る
国

の
司
令
塔
を
強
化
す
る
方
針
」
を
表

明
。
こ
の
余
波
を
受
け
る
形
で
、
公
衆

衛
生
に
関
す
る
厚
生
労
働
省
の
機
構
が

大
幅
に
見
直
さ
れ
、
急
き
ょ
水
道
行
政

を
国
土
交
通
省
に
移
管
す
る
方
針
が
決

め
ら
れ
、
水
質
に
関
す
る
業
務
は
環
境

省
に
移
管
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

世
間
か
ら
見
る
と
、
同
じ
水
関
連
だ

か
ら
水
行
政
は
一
つ
の
省
庁
で
効
果
的

に
行
え
る
だ
ろ
う
と
期
待
さ
れ
る
が
、

60
年
以
上
、
別
々
の
法
律
（
水
道
法
、

下
水
道
法
）
で
会
計
基
準
も
異
な
り
、

カ
ル
チ
ャ
ー
も
大
き
く
異
な
っ
て
い

る
。
今
回
の
業
務
移
管
に
伴
い
水
道
・

下
水
道
の
各
有
識
者
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な

意
見
が
出
て
い
る
が
、
筆
者
か
ら
見
れ

ば
、
今
回
の
業
務
移
管
は
「
日
本
の
水

循
環
や
、
水
の
安
全
保
障
が
一
つ
の
省

庁
で
ま
と
め
る
こ
と
が
出
来
る
最
高
の

チ
ャ
ン
ス
到
来
」
と
確
信
し
て
い
る
。

2

水
道
業
務
を
移
管
す

る
理
由

　

国
交
省
に
業
務
移
管
す
る
理
由
と
し

て
挙
げ
ら
れ
た
の
は
、
「
層
の
厚
い
地

方
組
織
を
活
用
し
、
水
道
整
備
・
管
理

行
政
を
一
元
化
に
担
当
す
る
こ
と
で
、

そ
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
一
層
の
向
上

を
図
る
」
と
説
明
さ
れ
た
。
水
道
行
政

の
国
交
省
移
管
に
つ
い
て
の
当
初
の
法

案
で
は
、
「
水
道
整
備
・
管
理
行
政
を

上
下
水
道
一
体
で
取
り
組
む
体
制
を
構

築
し
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
一
層
の
向
上

を
図
る
」
の
箇
所
が
「
機
能
強
化
を
図

る
な
ど
、
総
合
的
な
水
行
政
を
推
進
す

る
」
に
修
正
さ
れ
た
。
ま
た
体
制
整
備

の
対
象
に
「
地
方
整
備
局
等
を
含
む
」

旨
が
注
記
さ
れ
た
。
こ
れ
は
ま
さ
に
上

下
水
道
だ
け
で
は
な
く
、
「
日
本
の
水

循
環
を
総
合
的
に
国
交
省
は
推
進
せ

よ
」
と
法
律
に
明
記
さ
れ
た
も
の
と
考

え
ら
れ
る
。

　

（
１
）
業
務
移
管
後
に
国
交
省
に
期

待
す
る
こ
と

　

国
交
省
は
、
水
関
係
で
は
河
川
、
港

湾
、
水
資
源
、
下
水
道
、
さ
ら
に
道
路

行
政
を
所
管
し
て
お
り
、
そ
の
整
備
お

よ
び
維
持
管
理
、
許
認
可
や
各
種
資
格

の
取
得
に
関
す
る
行
政
機
能
を
所
管
し

て
い
る
。
国
会
審
議
の
中
で
国
交
省
の

佐
々
木
審
議
官
は
、
国
交
省
の
専
門
性

を
生
か
し
た
災
害
対
応
等
の
機
能
強
化

や
「
公
共
土
木
施
設
災
害
復
旧
事
業
費

・
国
庫
負
担
法
」
の
対
象
施
設
に
水
道

施
設
を
加
え
る
こ
と
に
よ
り
、
移
管
の

メ
リ
ッ
ト
を
国
民
に
広
く
知
ら
し
め
、

水
道
事
業
者
に
も
、
実
感
し
て
も
ら
え

る
よ
う
に
準
備
を
進
め
て
い
る
こ
と
を

明
言
し
て
い
る
。

　

●
水
利
権
問
題

　

例
え
ば
河
川
の
水
利
権
を
変
更
す
れ

ば
、
水
道
事
業
体
に
と
り
、
河
川
の
上

流
か
ら
取
水
す
る
こ
と
に
よ
り
、
重
力

配
水
に
よ
る
電
力
費
の
削
減
、
ま
た
清

浄
な
水
源
に
よ
る
汚
泥
処
理
費
の
削

減
、
国
交
省
の
有
す
る
気
象
・
河
川
モ

ニ
タ
リ
ン
グ
の
活
用
で
、
効
率
的
な
配

水
シ
ス
テ
ム
が
構
築
で
き
る
。
神
奈
川

県
内
広
域
水
道
企
業
団
の
上
流
水
利
権

3

上
下
水
道
事
業
の
パ

ラ
ダ
イ
ム
シ
フ
ト

　

ま
ず
は
食
料
問
題
で
あ
る
。

　

農
林
水
産
省
は
岸
田
首
相
の
指
示
を

受
け
、
不
測
の
事
態
が
起
こ
っ
て
も

「
国
民
に
必
要
な
食
料
を
確
保
す
る
」

体
制
づ
く
り
に
着
手
、
政
府
全
体
で
意

思
決
定
し
、
関
係
省
庁
で
連
携
し
対
策

本
部
を
設
け
る
こ
と
に
。
具
体
的
に
は

農
政
の
基
本
方
針
で
あ
る
「
食
料
・
農

業
・
農
村
基
本
法
」
を
改
正
し
、
食
料

対
策
本
部
の
設
置
基
準
を
織
り
込
み
、

食
料
確
保
の
施
策
を
迅
速
に
実
行
で
き

る
よ
う
に
検
討
を
始
め
た
。

（
１
）
下
水
汚
泥
か
ら
リ
ン
資
源
回
収

で
食
料
自
給
率
向
上

　

農
水
省
に
よ
る
と
、
日
本
の
食
料
自

給
率
（
カ
ロ
リ
ー
ベ
ー
ス
）
は
38
％

で
、
カ
ナ
ダ
２
６
６
％
、
豪
州
２
０
０

％
、
米
国
１
３
２
％
、
ド
イ
ツ
86
％
な

ど
と
比
較
す
る
と
、
日
本
は
先
進
国
の

中
で
最
低
の
水
準
と
な
っ
て
い
る
。
他

の
数
値
も
見
て
み
よ
う
、
食
料
の
国
産

化
率
は
47
％
（
カ
ロ
リ
ー
ベ
ー
ス
）
、

コ
メ
や
小
麦
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
な
ど
の

穀
物
だ
け
に
絞
っ
た
「
穀
物
自
給
率
」

も
28
％
し
か
な
い
。
家
畜
の
た
め
の

「
飼
料
自
給
率
」
も
、
わ
ず
か
25
％
で

あ
る
。
こ
の
よ
う
に
国
民
の
命
を
守
る

「
食
料
安
全
保
障
体
制
」
は
す
で
に
危

険
水
域
に
達
し
て
い
る
。

22
年
11
月
９
日　

岸
田
首
相
は
「
下
水

汚
泥
か
ら
リ
ン
資
源
回
収
」
を
国
交
省

お
よ
び
農
水
省
へ
指
示
、
各
省
で
検
討

図１　ＴＥＣ―ＦＯＲＣＥの隊員数

の
有
効
活
用
プ
ラ
ン
で
は
、
川
崎
市
が

保
有
す
る
既
存
水
利
権
の
一
部
を
企
業

団
が
活
用
す
れ
ば
、
安
定
的
な
取
水

と
、
第
４
四
半
期
で
Ｃ
Ｏ
２
２
３
０
０

㌧
削
減
、
電
力
使
用
量
５
０
０
万
㌔
㍗

時
（
動
力
費
で
１
・
９
億
円
）
の
削
減

効
果
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

　

●
災
害
対
策

　

前
項
の
災
害
復
旧
時
の
国
庫
負
担
の

ほ
か
、
災
害
対
策
に
お
い
て
地
方
組
織

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
８
つ
の
地
方
整
備

局
、
北
海
道
開
発
局
、
沖
縄
総
合
事
務

局
：
職
員
数
約
２
万
２
千
人
）
を
活
用

し
、
国
が
災
害
対
策
に
直
接
関
与
で
き

る
仕
組
み
を
目
指
し
て
い
る
。

　

特
に
期
待
で
き
る
組
織
は
「
緊
急
災

害
対
策
派
遣
隊
：Technical 

Emergency Control Force

、
通
称
Ｔ

Ｅ
Ｃ
―
Ｆ
Ｏ
Ｒ
Ｃ
Ｅ
」
（
図
１
参
照
）

で
あ
り
、
大
規
模
災
害
（
地
震
・
水
害

・
土
砂
災
害
な
ど
）
発
生
時
に
は
、
被

災
状
況
の
迅
速
な
把
握
、
被
害
の
発
生

お
よ
び
拡
大
の
防
止
策
、
被
災
地
の
早

期
復
旧
な
ど
、
技
術
的
な
支
援
を
迅
速

に
実
施
す
る
。
Ｔ
Ｅ
Ｃ
―
Ｆ
Ｏ
Ｒ
Ｃ
Ｅ

チ
ー
ム
は
河
川
・
道
路
・
橋
梁
・
山
腹

崩
壊
な
ど
被
害
調
査
、
復
旧
作
業
を
す

る
仕
組
み
で
あ
る
。

　

●
ウ
ォ
ー
タ
ー
Ｐ
Ｐ
Ｐ
推
進
へ
の
期

待
　

岸
田
首
相
を
会
長
と
す
る
「
民
間
資

金
等
活
用
事
業
推
進
会
議
」
の
第
19
回

会
合
で

「
Ｐ
Ｐ
Ｐ
／
Ｐ
Ｆ
Ｉ
推
進
ア
ク
シ
ョ
ン

プ
ラ
ン
」
が
決
定
さ
れ
た
。
２
０
３
１

年
度
ま
で
の
10
年
間
で
水
道
１
０
０

件
、
下
水
道
１
０
０
件
、
工
業
用
水
25

件
の
Ｐ
Ｐ
Ｐ
具
体
化
目
標
で
あ
る
。
管

理
・
更
新
一
体
化
で
は
管
路
を
含
め
る

こ
と
が
前
提
で
、
対
象
施
設
は
下
水

道
、
水
道
、
工
業
用
水
、
農
業
・
漁
業

集
落
排
水
、
浄
化
槽
や
農
業
水
利
施
設

も
含
め
る
こ
と
が
で
き
る
内
容
と
な
っ

て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
大
き
な
仕
組
み

の
構
築
に
は
、
水
資
源
行
政
や
河
川
行

政
に
豊
富
な
人
材
、
予
算
、
デ
ー
タ
や

経
験
を
有
す
る
国
交
省
に
と
り
、
新
た

な
大
き
な
舞
台
で
あ
り
、
さ
ら
な
る
活

躍
が
期
待
で
き
る
場
で
あ
る
。

（
２
）
上
下
水
道
事
業
に
関
す
る
将
来

へ
の
期
待

　

水
道
事
業
も
下
水
道
事
業
も
多
く
の

課
題
を
抱
え
、
既
に
そ
の
道
の
多
く
の

専
門
家
が
対
策
を
語
り
尽
く
し
て
い

る
。
人
口
減
少
に
よ
る
料
金
お
よ
び
使

用
料
の
減
収
、
上
下
水
道
の
老
朽
化
施

設
の
増
加
、
専
門
技
術
者
の
不
足
な

ど
、
い
わ
ば
「
ヒ
ト
・
モ
ノ
・
カ
ネ
」

が
同
時
に
失
わ
れ
て
い
る
の
が
現
実
で

あ
る
。

水
は
、
そ
の
地
域
に
属
す
る
天
然
資
源

で
あ
り
、
こ
れ
か
ら
は
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
概

念
に
基
づ
き
、
大
き
な
パ
ラ
ダ
イ
ム
シ

フ
ト
（
革
新
的
な
ア
イ
デ
ア
で
、
時
代

を
変
え
る
）
が
急
務
で
あ
る
。

　

筆
者
の
提
案
は
「
水
と
食
料
と
エ
ネ

ル
ギ
ー
」
の
三
位
一
体
と
、
そ
れ
を
支

え
る
情
報
化
戦
略
で
あ
る
（
図
２
）
。

　

下
水
汚
泥
か
ら
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
回
収

2 GG

図
２　

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
は
常
に
三
位
一
体

写
真　

Ｍ
Ａ
Ｐ
法
に
よ
る
リ
ン
回
収

装
置

が
始
ま
っ
た
。

（
２
）
下
水
汚
泥
中
の
リ
ン
資
源
の
現

状
　

国
内
の
農
業
生
産
で
の
リ
ン
資
源
の

使
用
量
は
年
間
30
〜
50
万
㌧
と
言
わ
れ

て
い
る
。

　

１
）
国
内
の
リ
ン
回
収
ポ
テ
ン
シ
ャ

ル
市
場

　

人
間
１
人
か
ら
の
リ
ン
排
出
量
は
１

㌘
／
日
と
言
わ
れ
、
生
下
水
に
は
リ
ン

と
し
て
12
万
㌧
／
年
含
ま
れ
る
が
、
回

収
率
40
％
と
し
て
４
・
８
万
㌧
／
年
と

な
り
、
こ
の
量
は
、
国
内
農
業
用
リ
ン

使
用
量
の
約
10
％
と
言
わ
れ
て
い
る
。

全
国
の
下
水
処
理
場
数
は
、
約
２
２
０

０
カ
所
（
所
管
・
国
交
省
）
、
し
尿
処

理
場
（
所
管
・
環
境
省
）
は
９
５
０
カ

所
あ
り
、
家
畜
の
排
せ
つ
物
処
理
施
設

（
所
管
・
農
水
省
）
は
●
●
●
カ
所
。

こ
れ
ら
が
国
内
に
残
存
す
る
リ
ン
資
源

回
収
の
拠
点
と
な
る
可
能
性
を
秘
め
て

い
る
。

　

２
）
諸
外
国
の
リ
ン
資
源
回
収
事
例

　

ド
イ
ツ
は
17
年
７
月
か
ら
、
下
水
か

ら
リ
ン
資
源
回
収
を
主
と
す
る
汚
泥
命

令
法
を
可
決
し
、
汚
水
処
理
対
象
人
口

10
万
人
以
上
の
下
水
処
理
場
は
29
年
ま

で
、
人
口
５
万
人
以
上
の
下
水
処
理
場

は
32
年
ま
で
に
リ
ン
資
源
回
収
を
義
務

づ
け
た
。
牧
畜
で
知
ら
れ
る
ス
イ
ス

は
、
下
水
汚
泥
は
全
量
焼
却
し
、
灰
か

ら
の
リ
ン
回
収
を
義
務
づ
け
て
い
る
。

　

３
）
下
水
汚
泥
か
ら
リ
ン
回
収
方
法

　

国
交
省
は
「
下
水
汚
泥
資
源
の
肥
料

利
用
を
促
進
す
る
た
め
の
大
規
模
案
件

形
成
事
業
」
を
発
表
し
、
今
ま
で
の
よ

う
に
下
水
汚
泥
の
埋
め
立
て
処
分
や
焼

却
処
分
を
安
易
に
選
択
せ
ず
、
肥
料
と

し
て
の
利
用
を
優
先
す
る
地
方
公
共
団

体
の
支
援
先
を
決
定
し
た
。
①
案
件
形

成
支
援
先
と
し
て
20
団
体
（
旭
川
市
、

秋
田
県
流
域
下
水
道
、
埼
玉
県
流
域
、

千
葉
市
、
東
京
都
流
域
、
神
戸
市
な

ど
）
②
肥
料
成
分
・
重
金
属
の
分
析
支

援
先
と
し
て
60
団
体
（
函
館
市
、
仙
台

市
、
横
浜
市
、
北
九
州
市
な
ど
）
が
選

定
さ
れ
た
。

　

水
処
理
メ
ー
カ
ー
は
、
肥
料
取
締
法

に
定
め
ら
れ
た
肥
料
の
区
分
や
公
定
規

格
（
特
に
重
金
属
類
）
の
管
理
基
準
を

満
た
す
と
同
時
に
、
年
間
の
製
造
量
に

基
づ
く
建
設
費
、
維
持
管
理
費
の
低
コ

ス
ト
化
に
努
め
、
肥
料
メ
ー
カ
ー
や
営

農
家
に
安
全
・
安
心
し
て
受
け
入
れ
ら

れ
る
努
力
が
求
め
ら
れ
て
い
る
（
写
真

　

Ｍ
Ａ
Ｐ
法
に
よ
る
リ
ン
回
収
装
置
）

　

肥
料
関
連
で
、
水
道
施
設
か
ら
発
生

す
る
浄
水
汚
泥
（
浄
水
発
生
土
）
と
、

ど
う
関
連
づ
け
る
の
か
。
浄
水
汚
泥
は

無
機
物
を
主
体
と
す
る
資
材
で
あ
り
、

通
気
性
が
良
く
農
業
用
客
土
や
培
養
土

と
し
て
、
ま
た
は
稲
作
の
肥
料
と
し
て

活
用
す
る
こ
と
が
期
待
で
き
る
。
た
だ

し
、
多
く
の
浄
水
場
の
凝
集
剤
は
硫
酸

バ
ン
ド
や
Ｐ
Ａ
Ｃ
が
主
体
で
あ
り
、
こ

の
成
分
は
ア
ル
ミ
で
あ
り
、
植
物
に
と

っ
て
は
微
量
で
あ
っ
て
も
、
根
の
伸
長

阻
害
物
質
で
あ
る
。
従
っ
て
凝
集
工
程

は
ア
ル
ミ
以
外
の
薬
品
や
、
ポ
リ
マ
ー

に
切
り
替
え
が
必
要
で
あ
る
。
ア
ル
ミ

さ
え
な
け
れ
ば
、
有
機
成
分
の
多
い
下

水
汚
泥
と
、
ケ
イ
酸
な
ど
の
無
機
成
分

が
多
い
浄
水
汚
泥
と
の
組
み
合
わ
せ

は
、
持
続
可
能
な
新
た
な
食
料
生
産
の

試
金
石
と
な
る
得
る
可
能
性
を
秘
め
て

い
る
。
ベ
ト
ナ
ム
で
は
緩
速
濾
過
地
の

汚
泥
は
、
コ
ー
ヒ
ー
栽
培
に
適
応
さ
れ

て
い
る
。

（
３
）
下
水
処
理
水
の
カ
ス
ケ
ー
ド
利

用
　

下
水
処
理
水
は
一
般
的
に
大
気
よ
り

10
℃
程
度
水
温
が
高
い
こ
と
が
知
ら
れ

て
い
る
。
当
然
、
活
性
汚
泥
処
理
後
の

処
理
水
は
、
窒
素
、
リ
ン
、
カ
リ
ウ
ム

を
含
ん
で
い
る
、
従
っ
て
下
水
処
理
水

の
カ
ス
ケ
ー
ド
利
用
で
は
、
前
段
に
養

殖
魚
（
水
温
23
〜
28
℃
）
工
程
、
後
段

に
植
物
工
場
（
水
温
18
〜
22
℃
）
で
処

理
水
の
栄
養
塩
類
や
水
温
の
カ
ス
ケ
ー

ド
利
用
が
可
能
で
あ
り
、
す
で
に
多
く

の
下
水
処
理
場
で
実
証
試
験
さ
れ
て
い

る
（
図
３
）
。
山
形
県
米
沢
市
で
は
山

形
大
学
農
学
部
の
渡
部
徹
教
授
と
共
同

で
下
水
処
理
水
に
よ
る
飼
料
米
の
育
成

と
、
さ
ら
に
ア
ユ
の
養
殖
を
実
施
し
て

い
る
。

　

ま
た
最
近
の
事
例
で
は
、
近
畿
大
学

生
物
理
工
学
部
の
鈴
木
高
広
教
授
は
、

下
水
処
理
水
の
溶
存
酸
素
を
高
め
る
こ

と
で
「
サ
ツ
マ
イ
モ
栽
培
・
10
倍
の
収

量
」
が
得
ら
れ
た
こ
と
を
報
告
し
て
い

る
。
鈴
木
教
授
に
よ
る
と
、
サ
ツ
マ
イ

モ
は
バ
イ
オ
燃
料
と
し
て
も
期
待
さ
れ

て
お
り
、
メ
タ
ン
ガ
ス
発
生
原
料
、
バ

イ
オ
燃
料
、
ア
ル
コ
ー
ル
発
酵
な
ど
幅

広
く
活
用
で
き
る
と
。
日
本
に
は
２
２

０
０
カ
所
の
下
水
処
理
場
が
あ
り
、
そ

の
半
分
の
下
水
処
理
場
で
「
サ
ツ
マ
イ

モ
を
栽
培
」
す
れ
ば
、
食
料
自
給
率
の

向
上
、
バ
イ
オ
エ
ネ
ル
ギ
ー
確
保
、
Ｃ

Ｏ
２
排
出
量
の
削
減
、
さ
ら
に
は
新
産

業
の
育
成
に
よ
る
雇
用
の
促
進
等
、
地

方
創
生
に
貢
献
で
き
る
大
き
な
可
能
性

を
秘
め
て
い
る
。
ま
さ
に
「
下
水
処
理

水
を
活
用
し
た
サ
ツ
マ
イ
モ
栽
培
」
に

よ
る
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
達
成
と
も
言
え
る
。

4

お
わ
り
に

　

水
道
事
業
の
国
交
省
へ
の
移
管
ま

で
、
あ
と
８
カ
月
、
国
交
省
本
省
に
は

「
移
管
準
備
チ
ー
ム
」
が
結
成
さ
れ
、

地
方
整
備
局
等
に
「
移
管
準
備
室
」
が

MF,UF

+UV
MF,UF,MBR

18 2223 28

15 20

+UV
MF,UFMF,UF

N,P

図３　下水処理水のカスケード利用

設
置
、
組
織
体
制
と
予

算
は
、
２
０
２
４
年
度

予
算
概
算
要
求
に
盛
り

込
ま
れ
る
な
ど
着
実
に

準
備
は
進
ん
で
い
る
。

今
回
の
水
道
業
務
移
管

は
、
単
に
上
下
水
道
の

分
野
促
進
だ
け
で
は
な

く
、
国
連
の
提
唱
す
る

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
概
念
に
基

づ
き
、
日
本
の
水
循
環

全
体
を
見
直
し
、
新
た

な
産
業
を
育
成
す
る

「
パ
ラ
ダ
イ
ム
シ
フ
ト

の
チ
ャ
ン
ス
到
来
」
と

な
る
こ
と
を
期
待
し
て

い
る
。

は
、
メ
タ
ン
発
酵
に
よ
る
発
電
や
、
燃

料
と
し
て
す
で
に
多
く
の
自
治
体
で
実

施
さ
れ
て
い
る
の
で
触
れ
な
い
が
、
今

回
は
下
水
汚
泥
か
ら
食
料
問
題
を
解
決

す
る
リ
ン
回
収
と
下
水
処
理
水
の
活
用

に
焦
点
を
与
え
て
み
た
い
。


